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子どもが「いのち」を実感する授業実践
―第１学年生活科を中心とした関連的な学習プログラムを通して―
杉能　道明※
Teaching Practices through which Children Have a Sense of "Life"
Michiaki Sugino
　Nowadays it is said that we are in an era of the undervaluation of life. 
If we are in such an era, it is important that each first grade child fully has a sense of 
life. The author has created a connected learning program centerd on Life Environment 
Studies. The author found that each child in the first grade has come to fully realize the 
importance of life by expanding concrete activities and experiences to notice life in Life 
Environment Studies.
Key words : have a sense of life, Life Environment Studies, a connected learning program
Ⅰ　問題の所在と研究の目的
　現代は「いのち軽視」の時代であると
言っても過言ではない．殺人，自殺など「い
のち」に関わる事件が毎日のようにマスメ
ディアで報道される．学校現場も例外では
ない．子どもが他者のいのちを奪うという
衝撃的な事件や，他者の尊厳を奪ういじめ，
いじめや指導を苦にした自殺など，「いの
ち」を軽んじる衝動的な事件が後を絶たな
い．それらの報道が毎日続くと，私たちの
「いのち」についての感覚が麻痺してしま
う危険がある．しかし，決して「いのち軽
視」に陥ってはならない．現代・未来を生
きる私たちには，「いのち重視」の感覚こ
そが求められている．
　「いのち」に関わる事件の要因について
は，様々な点が指摘されている．核家族化
の進行，少子化によって，親族の死や家族
の出産など，「いのち」にかかわる大切な
場面に接することが少なくなっていること
も理由として挙げられる．子どもたちを取
り巻く社会環境も変化し，人や自然と直接
関わる機会が減り，「いのち」を感じ取り
にくくなっている．また，子どもが興じる
テレビやゲームでは，登場人物の死が安易
に描かれ，また，登場人物が一度死んでも
また生き返るなどするので，仮想と現実の
区別がつきにくくなっている．
　こうした現状を踏まえ，私たち教育に携
わる者にとっての喫緊の課題は，学校教育
の中で子どもたちに「いのち」の大切さを
感じ取らせることであると考える．
　人や動植物には「いのち」があること．
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つの視点からとらえている．
　高村ら（2005）は，「多面的な『いのち』
のとらえ」で「かけがえのない命」（有限性），
「支え合う命」（関係性），「つながる命」（連
続性・精神性）の３つの視点からとらえて
いる．
　これらを参考に，本稿では，第１学年の
子どもたちを対象とするため，
① 「いのち」があること（生きていないも
のとの比較の中で「確かに生きている」
と気付くこと）　　　　　　　 【存在感】
② 「いのち」は１つであること（死んだら
生き返らない，かけがえがないと気付く
こと）　　　　　　　　【唯一性，有限性】
③ 「いのち」の不思議さ・神秘性（いのち
は不思議だな，と気付くこと）
【神秘性】
④「いのち」の連続性（いのちはつながっ
ている，と気付くこと）　　　　　【連続性】
の４つの視点を「いのち」の視点として設
定し，子どもたちがこれらの中の２つ以上
の視点に気付くことで，「いのち」を実感
した，ととらえたい．「いのち」を実感し
た子どもは，「いのち」は大切だと感じ取
ることができると考える．
２．中央教育審議会答申の分析
　平成 20 年１月 17 日に出された中央教育
審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善について」によると，生活科の課題
の１つに次の点が指摘されている．
　児童の生活の安全・安心に対する懸念が
広まる中，安全教育を充実することや，自
然事象に接する機会が乏しくなってきてい
る状況を踏まえ，生命の尊さや自然事象に
ついて体験的に学習することを重視するこ
その「いのち」は１つで，かけがえのない
こと．小さな堅い１粒の種の中にも「いの
ち」があるという不思議さ．「いのち」はずっ
とつながっていること．これらのことに気
付いたとき，子どもは「いのち」を実感し，
「いのち」の大切さを感じ取るのではない
か．小さなアサガオの種１粒にもいのちが
あると感じ，大切にする子どもは，自分の
いのちだけでなく，いろいろないのちを大
切にするであろうし，友達をいじめたりす
ることもしないはずである．「いのち」の
実感は早い方がよい．つまり，中学年や高
学年になってからではなく，低学年の子ど
もたちにこそ，「いのち」を実感させてお
くべきだと考える．
　そこで，本研究では，第１学年の子ども
たちに「いのち」を実感させるためにどの
ような指導が有効かを明らかにしていく．
　本稿では，「いのち」の表記を使うこと
にする．「いのち」の表記には「生命」「命」
など様々あるが，子どもが学習の中で使う
言葉であることを考慮し，また，自分・人・
自然など幅広いいのちを意味するものとし
て「いのち」という表記を使いたい．
Ⅱ　文献研究
１．先行研究の検討
ａ．研究テーマについて
　「『栽培』と『いのち』」に関する研究は
ほとんど行われていない．「『飼育』と『い
のち』」「『道徳』と『いのち』」に関する研
究はいくつかある．植物の栽培では目の前
で動きや変化をとらえることはできないの
で，栽培に関わる具体的な活動や体験から
どのように「いのち」を実感していくかが
課題であると考える．
ｂ．「いのち」の視点について
　大分県豊後大野市立千歳小学校では，命
の大切さを，「偶然性」，「神秘性」，「有限
性」，「連続性」，「関連性」，「平等性」の６
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４つの視点から定義されている．
　対象に対する一人一人の認識であり，児
童の主体的な活動によって生まれるもので
ある．そこには知的な側面だけではなく，
情意的な側面もふくまれる．また，気付き
は次の自発的な活動を誘発するものとなる
（下線：筆者）．
　気付きの質を高めるために，例えば，見
付ける，比べる，たとえるなどの多様な学
習活動の充実に配慮するとしている．
ｂ．小学校学習指導要領  特別の教科  道徳編
　平成 27 年３月に学校教育法施行規則が
改正され，「道徳」は「特別の教科である
道徳」とするとともに，小学校学習指導要
領の一部改正が告示された．今回の改正は，
いじめの問題への対応の充実や発達の段階
をより一層踏まえた体系的なものとする観
点からの内容の改善，問題解決的な学習を
取り入れるなどの指導方法の工夫を図るこ
となどを示したものである．平成 27 年４
月１日から移行措置，平成 30 年４月１日
から全面実施することになっている．
　「第２節　内容項目の指導の観点」の「Ｄ
　主として生命や自然，崇高なものとの関
わりに関すること」では，第 1 学年及び第
２学年から，「生命の尊さ」「自然愛護」「感
動，畏敬の念」などの観点が示されており，
低学年から指導を位置付けられていること
が分かる．
　しかしながら，道徳の課題の中に「読み
物の登場人物の心情理解のみに偏った形式
的な指導が行われる例がある」と指摘され
ている通り，「生命の尊さ」を自らの活動
や体験に基づく実感の伴ったものにしてい
く必要がある．つまり，「いのち」の大切
さといっても道徳だけでは，実感が伴わな
い．生活科や学校行事での具体的な活動や
体験が必要であると考える．学校行事では，
と（下線：筆者）
　　　
また，生活科の改善の基本方針の中で，次
のような提言がある．
　児童を取り巻く環境の変化を考慮し，安
全教育を充実することや自然の素晴らし
さ，生命の尊さを実感する学習を充実す
る．」（下線：筆者）
　これらは，近年，児童を取り巻く社会や自
然の環境が大きく変化し，その結果，自然に
直接触れる経験が極めて少なくなっている
ことや，生命の尊さを実感できていない児
童がいるという状況が背景となっている．
さらに，改善の具体的事項（エ）の中には，
　自然に直接触れる体験や動物と植物の双
方を自分たちで継続的に育てることを重視
するなど，自然の素晴らしさや生命の尊さ
を実感する指導の充実に配慮する．（下線：
筆者）
とある．以上のように，生活科では，「自
然に直接触れる活動や体験を通して，自然
の素晴らしさや生命の尊さを実感する指
導」が求められている．このことから，「い
のち」の教育を重視すべきと考える．
３．小学校学習指導要領の分析
ａ．小学校学習指導要領　生活編
　生活科の内容（７）に，動植物の飼育・
栽培がある．子どもが自らの手で継続的に
動物を飼ったり植物を育てたりすることを
通して，身近な動物や植物に興味・関心を
もち，それらが生命をもっていることや成
長していることに気付くとともに，動物や
植物を大切にすることができるようにする
ことを目指している（下線：筆者）．
　生活科の気付きについては，次のように
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　「いのち」を実感する
（３）単元目標
　自分の思いや願いをもって花を育てる活
動をして，花の変化や成長の様子に気付く
とともに栽培の喜びを味わい，花に親しん
だり，大切にしたりすることができる．
（４）評価規準
○ 自分の花の変化や成長の様子に関心をも
ち，意欲と親しみをもって大切に育てよ
うとしている．
（生活への関心・意欲・態度）
○ 自分の育てている花のことを考え，工夫
して世話をするとともに，花の変化や成
長の様子，それについての期待や喜びな
どを，自分なりに表現している．
（活動や体験についての思考・表現）
○ 花も生命をもっていること，成長するこ
とや変化することに気付くとともに，花
を育てることや，花のある生活の楽しさ
に気付いている．
（身近な環境や自分についての気付き）
（５）指導の工夫と子どもの姿
〈 導入場面…育てる花を決定し，種を植え
る面〉
指導の工夫①  話題の提示
花や花の栽培について知っていること
を問いかけることにより，既有経験を
想起しやすくする．
・ほとんどの子どもが花を育てた経験があっ
た．５つの園から集まってきた子どもたちな
ので，育てた花の種類も育てた経験も様々で
あった．兄弟関係がある子どもは，家庭で
兄や姉の栽培する様子を見た経験があった．
指導の工夫②　活動の工夫
個人で育てる花はアサガオにし，もう
１種類は花壇でグループで育てるよう
にすることで，自分の花という思いを
もち主体的に育てやすくする．
学校内での学習でできない具体的な活動や
体験ができる．
　一方，生活科の動植物の飼育・栽培活動
だけで「いのち」の大切さは実感できるの
だろうか．否．生活科の学習で栽培活動や
動物と関わる活動だけでは「いのち」の大
切さは実感できない．具体的な活動や体験
を通して「いのち」に気付くことが大切で
あり，また，道徳科や学校行事と関連させ
ることで，「いのち」を価値としてとらえ
たり，「いのち」に幅広く関わることができ，
「いのち」は実感できると考える．
Ⅲ　研究の構想
１．研究仮説
　生活科を中心とし道徳科や学校行事など
とつないだ関連的な学習プログラムを構想
し，生活科「いのち」に気付く具体的な活
動や体験を充実せることで，第１学年の児
童は「いのち」を実感し，「いのち」の大
切さを感じ取ることができるであろう．
２．評価方法
　子どもの姿で評価する．
　子どもの発言や振り返りカードへの記述
を考察する．
Ⅳ　教育実践
１．実践対象及び実践期間
　教育実践は，Ｓ市立Ｕ小学校第１学年（男
子９名，女子 11 名）で行った．実践期間は
平成 27 年５月から平成 28 年３月までの１
年間である．
２．学習プログラムの構想（図１参照）
３．教育実践（生活科の授業を中心に）
（１）単元名
　おおきく　なあれ　わたしの　はな
（２）単元のキーワード
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・五感を使って対象を観察する視点として，
「５つのぞうさん」（①「みるぞう」，②「き
くぞう」，③「かぐぞう」，④「やるぞう」，
⑤「おもったぞう」）を設定している．そ
の中の，①「みるぞう」と⑤「おもったぞ
う」の２つを示し，その視点をイメージし
たキャラクターを提示した．
　２つに絞ったのは，５つでは多すぎると
考えたからである．子どもたちに，次のよ
うに呼びかけた．
図４　 対象を観察する視点「５つのぞう
さん」
Ｔ （「みるぞう」のキャラクターを示して）
これは「みるぞう」です．種をよく見て
みましょう．「どんな形かな？」「どんな
色かな？」「大きさは？」などとよく見
てかいてみましょう．
　 （「おもったぞう」のキャラクターを示し
て）これは「おもったぞう」です．種さ
んに何か言いたいことはありますか？
思ったことをかいてみましょう．
指導の工夫④  呼び方の工夫
種のことを「たねさん」と呼ぶことに
より，擬人化し親しみやすくする．
図５　はじめて双葉を観察する様子
・個人で育てる花やアサガオに統一し，鉢
で育てるようにした．これは，子どもの栽
培経験の多さによる育てやすさ，変化や成
長の様子の観察のしやすさを期待してのこ
とである．また，一人一鉢にすることで，
自分の花という思いをもち，主体的に育て
ることを期待してのことである．
・花壇で栽培する花は，夏に咲く花で育て
てみたい花を話し合った．その際には，教
科書を参考にしたり，事前に家の人に尋ね
たりして，一人一人が自分の思いをもって
話し合いに臨むことができるようにした．
結局，５種類の花（ホウセンカ，フウセン
カズラ，オジギソウ，ひまわり，百日草）
を育てることになった．
図２　アサガオの種まきの様子
（ 幼稚園での既有経験を生かし自分たちの
力で種まきをした）
図３　苗を植える様子
（ 同じ種類の苗を育てる友達と協力してで
きた）
指導の工夫③  視点の提示
種を観察する視点を提示することによ
り，気付きをもちやすくする．
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これは「かぐぞう」です．どんなにおい
がするかな？
　 （「やるぞう」のキャラクターを示して）
これは「やるぞう」です．さわってみた
感じはどうかな？○○と比べてみるとど
うかな？
・学習指導要領解説生活編には，気付きの
質を高める指導の工夫として，「見付ける，
比べる，たとえるなど」が例示されてい
る．子どもの中にふたばのことを「ちょう
ちょうみたい．」と例える子どもがいたの
で，これを子どもたちに紹介し，「見つけ
たり，比べたりすることはみんなできてい
ますね．○○みたい，と例えることができ
るとすばらしいね．」などと話すと，例え
る表現が増えていった．
指導の工夫⑦  観察カードの工夫
観察カードを３種類（絵の枠のみ，絵
の枠＋罫線多，絵の枠＋罫線少）用意
することで，表現の仕方を自分で選び
やすくする．
図７　３種類のカード
図８　見つけたよカード
（ 「さんかく」「つるつる」など形や手ざわ
図６　見つけたよカード
（ 「元気にしたい」「元気に育ってほしい」
という思いをもち，「ちょうちょうみたい」
という例えができている．）
指導の工夫⑤  話題の提示
発芽の日を予想させることにより，見
通しと期待をもって育てやすくする．
・カレンダーに種まきの日を記入しながら，
「芽が出るのはいつだろう？」と問いかけ
た．子どもたちは既有経験から「明日はま
だ出んじゃろう．」「次の月曜日かな．」な
どとカレンダーの日にちを指さしながら期
待に胸を膨らませ予想することを楽しむ姿
が見られた．
〈芽が出てきた頃〉
指導の工夫⑥  視点の提示
観察する視点を提示することにより，
気付きをもちやすくする．
・「５つのぞうさん」（①「みるぞう」，②「き
くぞう」，③「かぐぞう」，④「やるぞう」，
⑤「おもったぞう」）の中の残りの３つ②
③④を提示した．
Ｔ （「きくぞう」のキャラクターを示して）
これは「きくぞう」です．アサガオから
何か聞こえてくるかな？アサガオさんは
何て言っているかな？
　 （「かぐぞう」のキャラクターを示して）
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取れた．間引いた芽はプランターで育てる
ことになった．１つの芽にも「いのち」が
あると感じ，捨てずに継続して育てる経験
は子どもに「いのち」の大切さを実感させ
ることにもつながっていると考える．また，
教師自身，間引いた花の芽を捨てるのには
大きな抵抗がある．「いのち」の大切さを
重視することと矛盾すると考えるからであ
る．間引いた花の芽１つも大切にしたいと
考える．
〈つるが伸びてきた頃〉
指導の工夫⑩  話し合う場の設定
アサガオのつるが伸びてきたところで，
どうすればよいか話し合う場を設定する．
・毎朝の水やりと観察が日課になってきた
子どもたちが次のような話をしていた．
Ｃ　つるが伸びてきたよ．
Ｃ　つるがたおれているよ．
Ｃ　どうしたらいいのかな．
Ｃ　幼稚園のときは棒を立てていたよ．
Ｃ　棒を立ててあげよう．
・子どもたちの求めに応じて，支柱を渡す
と，自分の鉢に葉を傷つけないように立て
たり，優しくつるを支柱に巻きつけたりす
る子どもの姿が見られた．
図９　子どもたちが立てた支柱
りを表現している．「ハートの形」という
例えもできている．）
指導の工夫⑧  活動の工夫
花の世話の仕方について分からないこ
とが出てきたところで，よく知ってい
る人に聞く活動を取り入れる．
・花の世話の仕方について教師が何でも教
えるのではなく，子どもが「どうすればい
いのかな」「分からない」「困った」と思っ
たところで，よく知っている人（校務員さ
んや２年生）に聞く活動を取り入れた．
・子どもたちは，次のようなことに疑問を
もち，自分たちで質問することができた．
「水やりはいつするのがいいか」「肥料をあ
げる方がいいのか」「肥料はいつどのくら
いあげればいいか」等
〈本葉が出た頃〉
指導の工夫⑨  話し合う場の設定
間引きが必要になったところで，間引
いた芽をどうすればよいか話し合う場
を設定する．
・本葉が出て，鉢の土があまり見えなくなっ
た頃，アサガオのことを心配した子どもた
ちから，次のような話題が出た．
　
Ｃ　大きくなってせまそうだよ．
Ｃ 　○○先生が間引いたらいいよって教え
てくれたよ．
Ｔ　間引いた芽はどうする．
Ｃ　捨てるのはかわいそう．
Ｃ 　どこかに植えてあげよう．（賛成多数）
（下線：筆者）
・子どもの反応から，「いのち」を大切に
しようとする意識が育っていることが感じ
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図 10　色水遊びをする子ども
（水にしぼんだ花を入れて）
図 11　たたきぞめをする子ども
（ 「花がかわいそうだから１個だけにしよ
う」と話していた）
〈種ができた頃〉
指導の工夫⑮　活動の工夫
種がたくさんできてきたところで，種の
様子を観察する活動を設定する．
・採った種は，種をまいたときにかいた観
察カードと比べながら観察するように促
し，いのちのつながりが実感できるように
した．
Ｃ 　いのちがこんなにたくさんできたよ．
Ｃ　あのときまいた種と同じだ．
Ｃ　見た目は同じでも子どもなんよ．
Ｃ 　３つのいのちがこんなにたくさんのい
のちになった．
Ｃ 　いのちからいのちができて，このいの
ちをまいたらまたいのちができるんだ
ね．
Ｃ 　ぐるぐる　ぐるぐる　まわってるね．
（下線：筆者）
〈花が咲き始めた頃〉
指導の工夫⑪  活動の工夫
アサガオの花が咲き始めたところで，
咲く花の数を予想し調べる活動を設定
する．
指導の工夫⑫  環境設定の工夫
学級にアサガオや花に関する図書を置
くことにより，科学的な見方への関心
をもちやすくする．
指導の工夫⑬  活動の工夫
自分の取り組みを友達に紹介すること
ができる「お知らせタイム」を設け，
具体物を示しながら表現したり，互い
の感想を聞き合ったりすることで，自
分の思いや考えを表現し伝える楽しさ
を味わうことができるようにする．
・つるが伸びたり，つぼみができたり，花
が咲いたりし始めると，アサガオについて
次のような疑問をもつ子どもが出てきた．
「つるには目がないのにどうして支柱を
じょうずにのぼっていくことができるんだ
ろう．」
「つぼみは１日に何個できるのかな．」
「いつも朝学校に来たらもう花が咲いてい
るけど，何時頃に咲いているのかな．」
「しぼんだ花がまた次の日開くのかな．」など
・図書から情報を得られるように，アサガ
オや花に関する図鑑や科学読み物を用意し
た．子どもたちは疑問が解決したり，新た
な気付きがあったりした際には「お知らせ
タイム」で友達に紹介する活動に意欲的に
取り組んだ．友達の発表を聞いて質問や感
想を交流することで，一人の気付きをみん
なの気付きに広げることができた．
指導の工夫⑭　活動の工夫
花がたくさん咲いてきたところで，花を
使って遊ぶ活動を設定する．
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Ｃ　同じところとちがうところがあるよ．
Ｃ 　どっちもいのちなのは同じ！（下線：
筆者）
Ｃ　大きさや重さがちがう！
・子どもの姿から，子どもなりにいのちの
「平等性」に気付いていると考える．球根
を観察する際にも，「５つのぞうさん」を
活用し，形に気を付けて絵をかくだけでな
く，においにも着目して見つけたよカード
をかく子どもが多く見られた．（図 14）
図 14　見つけたよカード
Ⅴ　研究の成果と課題
１．学習プログラムの構想について
　子どもが「いのち」を実感するために，
生活科の授業を中心とした，関連的な指導
を工夫した．学習指導要領にも，「児童の
実態等を考慮し，指導の効果を高めるため，
合科的・関連的な指導を進めること」が示
されており，児童の学習意欲が高まり，一
層の効果が期待できるとされている．自然
・子どもの姿から，種をいのちと同一視し
ており次のようなことに気付いていること
が窺える．
・同じ種でも親と子の関係があること
・３このいのちがたくさんのいのちに増え
たこと
・いのちがつながっていること
子どもなりに，いのちの「関係性」「連続性」
気付いていると考えられる．
図 12　種とりをする子ども
（ 集めていた種が手からこぼれたときには，
「いのちが…」と慌てて拾う姿がみられた）
図 13　見つけたよカード
（ 種とりの際には，同じアサガオの種でも，1
つ 1 つが違うことに気付くことができた）
指導の工夫⑯　話題の提示
球根を植えるときに，種と同じかどうか
を問いかけることにより，同じところや
違うところに気付きやすくする．
・球根を植えるとき，「たねと同じかな？」
と問いかけた．
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思いや願いを知ることで，自分のいのちに
向き合うことができた．一人一人大切な存
在であることに気付いた子どもたちは，友
達も大切にしていきたいと考えるように
なった．
　このように，関連的な指導を工夫するこ
とで，「いのち」を実感することができた
と考える．学習プログラムの中に「２年生
へ続く」と記したように，「いのち」を実
感する学習は１年生で終わりではない．２
年生の生活科を中心とした学習につながっ
ていくと考える．
２．具体的な活動や体験の工夫について
　１年生の子どもたちにとっては，まず，
「『いのち』がある，と実感すること」が
大切だと考える．「いのち」を実感するた
めには，「いのちは大切だ．」と何度も唱
えるより，子どもが「いのち」に直接ふ
れる具体的な活動や体験を大切にしたい
と考えた．
　実践報告は，生活科の「おおきく　なあ
れ　わたしの　はな」が中心であるが，ア
サガオや花の栽培を継続的に行うことに
よって，その変化や成長の様子に気付いた
り，栽培の喜びを味わったりする子どもの
姿が見られた．また，「いきものと　なか
よし」では，校内でうさぎをなでたり，え
さをやったりする中で，いのちのぬくもり
を実感したり，うさぎに親しみをもったり
する活動ができた．ねこのぬいぐるみと比
べる活動を通して，いのちがあるものとな
いものとの違いにも気付くことができた．
さらに，校外学習で，やぎやうさぎとふれ
合う活動もできた．次の写真はその時の様
子である．
に直接触れる活動や体験を通して「いのち」
を実感する生活科の授業を中心として，道
徳，国語科，特別活動を関連付けた学習プ
ログラムを工夫した（図１）．
  子どもたちにとって，きっかけは一粒の
小さな種との出会いだった．単元の導入で，
種としっかり向き合い観察する時間を保障
したことで，「あんな小さな種から…．」と，
その後の変化や成長への感動がより大きく
なり，種の生命力（「いのち」）を実感する
ことができたのではないかと考える．また，
子どもたちが，毎日アサガオや花とかかわ
りをもっている時期に，意図的に道徳や国
語科の学習を位置づけた．
　国語科で虫や海の生きものの「生き抜く
ための知恵」にふれた子どもたちは，「生
きる」ことは「いのちを守る」ことである
ことを１年生なりに感じ取ることができて
いたようである．
　生活科の秋みつけで拾ってきた木の実や
葉などの植物も「いきもの」として「いの
ちがある」と考え大切に扱う姿が見られた．
松ぼっくりのかさが開くことに気付いた子
どもは「松ぼっくりは生きている」と話し，
雨の日にかさが閉じたときには「やっぱり
生きている」ととらえていた．
　道徳「みんな　生きている」では，「手
のひらを太陽に」の歌を鑑賞したり，歌詞
の中に自分たちが考えた生きものを入れて
歌ったりして「すべての生きものにいのち
がある」ことを感じ取っていった．
　さらに，生活科「いきものと　なかよし」
の単元でのうさぎなどの小動物や自分と同
じぐらいの大きさのやぎとの継続的なふれ
合いを通して，一粒の小さな種の「いのち」
と動物の「いのち」が同じ「いのち」とし
てつながってきた．
　さらに，３学期の学活「たいせつないの
ち」では，名前に込められたおうちの人の
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図 15 　獣医さんにやぎのことをいろいろ
教えてもらう様子
図 16　やぎの心音を聞かせてもらう様子
（「はやかった」という感想）
　これらの活動を通して，授業中だけでな
く日常生活の中でも，子どもの発言の中に
「いのち」という言葉がたびたび出てくる
ようになり，「いのち」を大切にしようと
する態度も見られるようになってきた．例
えば，教室の床をほうきで掃いている子ど
もが，掃き集めたゴミの中に一粒のアサガ
オの種を見つけた時，そのままゴミ箱に捨
てるのではなく，「先生，いのちを見つけ
たよ．」とその種を大事そうに拾い上げる
姿があった．これは，「いのち」は大切だな，
と実感し，「いのち」を大切にしようとい
う思いが現れたものだと考える．
３．今後の課題
　本研究では第１学年の子どもを対象とし
たが，「いのち」を実感するための指導はこ
れで終わりではない．第２学年以降へのつ
ながりや指導の系統性が今後の課題である．
　特に，第１学年では，学習プログラムの
工夫や具体的な活動や体験の充実によっ
て，まず，「いのち」があるという実感を
もたせることをねらった．今後は，「死」
を対比させることでより「いのち」を実感
させていく必要もあると考える．
　最終的には，対象への気付きから自分自
身への気付きへと高める必要もある．自分
の「いのち」について考えることで，他者
の「いのち」のことを考えたり，「どう生
きていくか」という生き方を考えることに
もつながっていく．
　今後も，「いのち」の大切さを実感する
授業の工夫を行っていきたい．
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